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[自主研究]

資源植物による汚染土壌の修復効果にみられる品種間の差の評価

王効挙 米持真一 磯部友護 三輪誠 米倉哲志 金澤光

１ 目的

植物の環境保全機能を活用したファイトレメディエーション

（PR）は、低コストで生態環境に優しい技術として注目されて

いる。PR実用化を促進するため、修復効率の改善だけでな

く、修復期間での収益性の確保も極めて重要である。我々は

従来の専用植物の代わりに、高付加価値の資源植物の活用

による新たな「収益型の汚染土壌修復技術」を構築し、社会

に発信している。本研究では、有用な資源植物に対して、品

種間の修復効率の差を評価し、最適な品種を選定すること

を目的とする。今年度はこれまでに選出された汚染土壌修

復に有望な資源植物の品種において、その収量と重金属の

修復能力（PEP、phytoremediation potential）の比較と評価

を行った。

２ 方法

バイオ燃料用植物であるトウモロコシ（３品種）、ヒマワリ（２

品種）、ダイズ（２品種）及び観賞用植物であるマリーゴール

ド（４品種）を用いて、当センターの人工気象室内で重金属

汚染土壌の入ったポットで栽培試験を行った。各品種は３ポ

ットで、各ポットに１株を栽培し、栽培期間終了後に根、茎、

葉、実（花）などに区分して乾重量及び重金属濃度を測定し

た。修復能力（PEP）は以下の計算式により算出した。

PEP =Σ(Cplant x Mplant)

ここで、Cplant (mg/kg)は植物の部位別の重金属濃度、

Mplant (g/pot)は部位別の収量である。

用いた資源植物とその品種は以下の通りである。トウモロ

コシ（A)：黒もちとうもろこし（A1）、おおものコーン（A2）、カク

テル600（A3）；ヒマワリ（B）：ひまわりロシア（B1)、ビッグひまわ

り（B2）；ダイズ（C）：黒豆枝豆（C1)、幸福えだまめ(C2)；マリ

ーゴールド（D)：フレンチ(D1)、アイシスミックス（D2）、レメディ

アパール（D3）、レメディアイエロー（D4）。

３ 結果と考察

用いた植物は試験用汚染土壌による明確な被害がなく生

育した。資源植物の総収量と実（花）の収量について、トウモ

ロコシ、ヒマワリ、ダイズにおいては品種間の差があまり無か

ったが、マリーゴ-ルドにおいては品種D3とD4の収量がD1と

D2より高かった（図１）。植物地上部の重金属濃度について、

ヒマワリのB1とB2両品種間の差異が小さかったが、トウモロコ

シのA2品種、ダイズのC2品種、マリーゴールドのD4品種は

他品種より概ね高かった（表１）。また、植物の部位別の重金

属濃度を見ると、CdとZnは地上部に移行しやすいことが分か

った（表２）。各重金属の修復能力は、トウモロコシのA2品

種、ヒマワリのB1品種、マリーゴールドのD4品種において比

較的大きかった（表３）。

本研究では、「収益型ファイトレメディエーション」の推進の

一環として、資源植物の汚染土壌修復能力の品種間差の概

要を明らかにし、品種選定に必要な基本的指針及び主要な

資源植物における適切な品種を示した。今後、汚染土壌の

修復に有効な対策方法として、汚染土壌の有効利用と生態

環境保全に活用する。

図１ 総収量（左）及び実（花）の収量（右）（g/pot）

表１ 資源植物及びその品種の茎部の重金属濃度(mg/kg)

表２ 植物体内部位別の重金属濃度（A2を例として、mg/kg）

表３ 異なる資源植物及び品種の修復能力（㎍/株）
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